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令和２年度 第２回 佐賀市中央大通り再生会議 議事要旨 

 

◆日時 

令和３年１月２８日（木） １４：００～１６：００ 

 

◆場所 

佐賀商工ビル７階 大会議室 

 

◆出席委員（５０音順、敬称略） ※◎：座長、○：副座長 

荒牧軍治◎、伊豆哲也、香月道生、北島基晴、久米秀文、坂田慎一郎、 

白壁勝直、進龍太郎、副島勉、田中丸雅夫、西村浩○、福岡桂、古園裕久、 

宮原真美子、村岡祐吉、保田俊、山田健一郎、吉武弘嗣、吉村英夫 

 

◆欠席委員（５０音順、敬称略） 

牛島英人、藤川謙二、三島伸雄 

 

◆事務局 

白井副市長、梅﨑経済部長、坂井経済部副部長 外 

 

◆傍聴者 

 ２名（報道関係者を含む。） 

 

◆議事要旨 

１ 開会 

 

２ 主催者あいさつ（白井副市長） 

 

３ 議事 

(1) 前回の振返り 

≪説明≫ 

○令和２年度 第１回 佐賀市中央大通り再生会議 議事要旨（事務局） 資料１ 

・昨年８月２０日に開催した第１回中央大通り再生会議では、令和２年度からの

取組として、中央大通りに関するこれまでの取組や、中央大通りを取り巻く情

勢の変化や状況等について説明した。 

・委員からは「中央大通りが避難路に指定されたことに伴い、建築物が解体され

ることに対する現状認識や問題提起等が示されるとともに、人口減少や新型コ
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ロナウイルス感染症の影響等を踏まえ、こうした時代だからこそ、今後の中央

大通りに見られる可能性や期待感について様々な意見等があった。 

 

 

(2) 中央大通りにおける魅力ある土地利用リーディング事業について 

≪説明≫ 

○中央大通りにおける魅力ある土地利用リーディング事業（事務局） 資料２ 

 

≪意見交換等≫ 

○座長 

  中央大通り沿線の土地・建物の状況や、関係者へのヒアリング調査に基づく評価・

期待値等を踏まえ、今回、中央大通り沿線の将来像と土地利用方針に関する方向

性が示された。これらについて、委員の方々からご質問、ご意見を伺いたい。 

 

 ○委員 

  将来像の方向性に関する提案内容は理解できる。将来像の実現に向けては、人を

増やすことが必要である。この点において、現状の人口ビジョンでは弱いため、

もっと佐賀市全体としてのポテンシャルを上げ、投資してくれる人たちが増える

ことが重要となる。行政だけでも進まないし、民間だけでも進まない。行政と民

間の覚悟と理念、そして実効性が求められる。 

 

 ○事務局 

  中心市街地の活性化に向けては、人がそこに居るということが重要であると認識

している。近年、中央大通りを中心として、ＩＴ企業の進出が相次いでいる。特

に、ポスト・コロナの時代においては、「地方回帰」として新たな働き方の受け

皿づくりが求められているため、働く場の誘致を進めながら、常に人が居るとい

う状態を中央大通りで実現していきたい。 

 

 ○委員 

  今回提案された将来像が土地利用方針の内容に反映されていないが、今後どのよ

うに連動していくのか。 

 

○事務局 

将来像の方向性として「こどもをメインターゲット（主語）として表現できる空

間」を提案している。この場合、現在のこどもが活動できる場所や機能（遊べる

場所、勉強できる場所など）が想定される一方、こどもが大きくなったときに活
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動できる場所や機能（働きたい企業、住みたい場所など）も考えることができる。

今回の会議の意見等を踏まえながら、将来像と土地利用方針の関連性を強めてい

きたい。 

 

 ○委員 

  佐賀の場合、どうしても移動手段として車への依存度が根強く、駐車場の利便性

が重要視される。ウォーカブル推進都市として、中央大通りへはどこから歩く人

を呼んでくることを想定しているか。 

 

○事務局 

駐車場の最適配置については、当然ながら今後の土地利用方針において検討すべ

き課題と認識している。駐車場の集約化等も含め、歩く人の導線づくりを見極め

ていきたい。また、中心市街地内に住む人や働く人を増やす取組を進め、エリア

内から人を逃がさないことも必要と考えている。 

 

 ○委員 

  ＩＴ関係の企業の進出が相次いでいるが、中央大通りにおいてはどのエリアに誘

致することを想定しているか。 

 

 ○事務局 

  近年の進出状況を勘案した場合、佐賀駅に近いエリアが想定される。 

 

 ○委員 

  どのようにして人を集めるかを考えた場合、人が集まる機能が重要であり、県や

市が企業や学校を誘致していくことが求められるだろう。 

 

 ○座長 

  中央大通りにおいて、社会基盤として求められるものは何か。 

 

○事務局 

現在においては、大雨に対する備えを強化することが求められる。また、将来に

おいては、ＩＣＴ等の情報インフラの基盤を整備し、誰もがどこにいても情報を

入手できることが求められる。特に、中心地である中央大通りであるからこそ、

未来技術を活かした街づくりを追求していきたい。 

  

 ○委員 
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  将来像として、こどもに着眼することは大事だが、唐突な感じがする。なかなか

中央大通りエリアにこどもがいるイメージが湧かない。中央大通りの背後地もセ

ットにした街づくりが必要となる。中央大通り沿線にはオフィスなどの機能があ

り、背後地には居住空間がある。旧ＴＯＪＩＮ茶屋跡地の活用方針においても、

背後地とセットにした戦略が必要になるのではないか。 

 

 ○委員 

  こどもや子育てに着目した街を目指すため、学校や教育の面を強化することも重

要となる。こどもたちの個性を伸ばしていけるようなプログラムと組み合わせな

がら、教育や市民活動を産業化していき、多様な機会を提供できるエリアとして

位置付けていければよい。 

 

 ○委員 

  唐人町では近隣の駐車場などで遊んでいるこどもたちをよく目にする。このため、

今回提案された将来像は非常に賛成である。居住環境も含めて、街の暮らしやす

さを求めていくため、今後の具体化がポイントになる必要だろう。中央大通りの

賑わいが分断せず、全体としての連続性を確保するため、中心地となる唐人町で

しっかりとした取組を行っていきたい。 

 

 ○委員 

  唐人町には長い歴史があり、２０年ほど前には唐人町のコンセプトを定め、佐賀

駅と南側の商業地区をつなぐエリアとしての役割を明確にし、これまで取り組ん

できた。今後も、行政と民間が連携しながら取り組んでいくことが重要である。 

 

 ○座長 

  唐人町エリアでは、新しいプレーヤーが入ってくる動きがあるか。 

 

 ○委員 

  個店レベルであるが、魅力的な店舗が新しく入ってきている。また、土地を集約

化して再開発したいという意見もあり、この場合、地域住民のコンセンサスをい

かにして獲得することが課題となる。 

 

 ○委員 

  民間の駐車場は、暫定的にその利用方法が選択されたはずである。居住促進に向

けては、民間駐車場へのマンション立地などの民間投資が進むべきである。 
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 ○座長 

  子育て世代が中心部で居住したくなるための政策が必要となる。現在の５０戸連

たん制度があるなかでは、どうしても土地価格が安い周辺部へ子育て世代を誘導

してしまう。 

 

 ○委員 

  中央大通りエリアは商業地域である。商業地域においても一定の制約が課せられ

る。今後の民間投資を促すためにも、新しい時代に見合った制度改正等が必要で

はないか。 

 

 ○委員 

  ３年半前に佐賀に来たが、佐賀を形容する言葉がなかなか見つからなかった。人

口が減る時代において、都会にはない佐賀の魅力を発揮することが重要となる。

郊外の大型商業施設に居る人たちが何をしているかというと、意外と暇つぶしを

していることが多い。こうした時間消費ができる場所を中心部に取り戻すことが

重要ではないか。 

 

 ○委員 

  今回の土地利用方針と一体となって、中央大通りの道路機能や交通のあり方を県

の方で検討していただきたい。 

 

 ○座長 

  今後、道路の使い方は大きく変容する。全体的な都市計画の議論も踏まえながら、

その中の中心部としての理解が必要になる。 

 

 

 (3) その他 

  特になし 

 

４ 閉会 


